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ゆるやかな変容のはじまり
2020 年8月から活動を開始した本スタディは、コロナ禍の影響から移動する

こと・集うことが難しく、そもそも人と出会いづらい状況下でのスタートとなり

ました。しかしそういった状況だったことで、参加者が住まう近辺、友人やそ

の知人と改めて話す場を持つなど、自らの身近な環境を見つめなおす機会に

なっていたように思います。それは、異なる背景を持つ他者との関わりが、自

分から遠いものではなく、日常生活と地続きにあることなんだと実感させてく

れるものでした。そういった活動を通して得た経験や問いをもとに立ち上がっ

たのが、このドキュメントに収録されているメディア群です。それは約8ヶ月と

いう限られた期間での実践ではあるけれど、今回のプロセスで得た出会いや、

ことばを交わすなかで生まれた感情や気づきは、スタディ終了後も、参加者の

日常生活でのふるまいやまなざしをゆるやかに変容させていく経験として引

き継がれていくのではないかと思います。

私自身、このスタディを取り組むなかでの個別具体的な出会いを通して、おぼ

ろげながらも自身のなかでハードルとしていたものの輪郭が見えてきたように

思います。このドキュメントを手にとる方にとっても、それぞれのメディアが立

ち上がった背景を想像しながら、日常生活のなかに多様な他者との関わりを

感じたり、見つめなおしたり、ささやかでも実践を試みたり、その人にとって新

たな一歩につながっていくことを期待しています。

うえち・りか  アーツカウンシル東京 プログラムオフィサー （＊2020年度時点）

1988年沖縄県宮古島市生まれ。慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修了後、東京アートポイント計
画「三宅島大学（2011-2013）」のアートマネージャーとして携わる（2013）。2014 年より富山県氷見市を拠
点とするアート NPOヒミングのアートマネージャーとして、市民とアーティスト、行政との協働のかたちを模索
しながら、アートプロジェクトの現場運営を担う。2016年 4月からはアーツカウンシル東京にて、東京アート
ポイント計画、Tokyo Art Research Labを担当。2021年 4月より沖縄に拠点を移し、現在は沖縄アーツカ
ウンシルプログラムオフィサー。

「東京でつくるとしたら？」を起点に、「新たなアートプロジェクトの核をつくる」

ことを試みる東京プロジェクトスタディ。2020 年早春、この投げかけに阿部

航太さんから返ってきたのは、異なる背景を持つ他者（ここでは主に海外に

ルーツを持つ方々）と関わろうとするときに生じる戸惑いや億劫になってしま

うハードルに向き合い、それを越えていくための術を模索する試みでした。

近年の社会状況に呼応するように、アートプロジェクトの現場でも「多文化共

生 」や「多様性 」をテーマとした試みが増えつつあります。異なるルーツを持

つ方 と々協働しながら展開されるプロジェクトや、互いの文化背景から着想し

た新たな表現のための試行錯誤など、さまざまな切り口からの展開がなされ

ています。私自身、これまで海外をルーツに持つ方々とのプロジェクトに携わ

ることもありましたが、「何か失礼なことを言ってしまうのではないか」と躊

躇する感覚は身に覚えがあり、阿部さんからの返答を聞いたときにぎくっとし

たことを覚えています。それは、自分自身が社会をどう見ているのかを突きつ

けられてしまう怖さだったのかなと思います。ただ、怖さと同時に、その感覚

に向き合うことで他者との新たな関わりかたの可能性を探求できる予感がし

たことも確かでした。他者との関わりのなかで自分の内側について探り、向き

合うための実践を経て、どんな出会いかたや関わりかたをつくっていくことが

できるだろうか。そんな期待と問いを携えながら本スタディに伴走していきま

した。

TEXT：上地里佳 ［スタディマネージャー］

スタディの企画立ち上げから締めくくりまでを伴走してきた、
アートプロジェクトの運営経験のあるスタディマネージャーが
考えてきたことを綴ります。
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ゲスト
海老原周子  一般社団法人 kuriya代表、通訳
ペルー、イギリス、日本で多様な文化に囲まれて育つ。慶應義塾大学卒業後、
( 独 ）国際交流基金や国連機関で勤務。2009 年に移民の子どもを対象とし
たアートプロジェクトを立ち上げ、多文化なコミュニティづくりや人材育成を行
う。2014 年からは移民の若者に焦点をあて、アート活動を通じたエンパワメン
トプログラムを実施。2016 年に EUが主催する Global Cultural Leadership 
Programmeに日本代表として選抜される。また、国と国、文化と文化、言葉と言
葉の間をつなぐことをテーマに通訳としても活動し、アート専門の通訳・翻訳・
企画運営を行う Art Translators Collectiveの立ち上げに携わる。2016 年、
一般社団法人 kuriyaを立ち上げ、アートプロジェクト「Betweens Passport 
Initiative」を始動。

金村詩恩  ライター・エッセイスト
1991年に埼玉県で生まれた日本国籍の在日コリアン3世。父方は済州島、母方
は忠清南道とソウルが故郷。大学では政治学と文化人類学を学ぶ。卒業後、都
内企業で働きながら、目にしたニュースや日常をテーマとしたブログ『 私のエッ
ジから観ている風景 』を開設する。退職後、2017年12月にいままで執筆した
記事を『私のエッジから観ている風景　日本籍で、在日コリアンで』(ぶなのもり)
として、出版する。現在は『 現代思想 』(青土社 )、『 福音と世界』( 新教出版社 )、

『 在日総合雑誌　抗路』(クレイン )、『 現代ビジネス』( 講談社 )、『 Wezzy』(サ
イゾー )などに、旧植民地出身者の子孫・移民・クオーター・「帰化者」の日常
風景から観た社会をテーマに寄稿している。

川瀬 慈  映像人類学者
1977年岐阜県生まれ。国立民族学博物館／総合研究大学院大学准教授。エ
チオピアの楽師、吟遊詩人の人類学研究、民族誌映画制作に取り組む。近年
は国際ジャーナル TRAJECTORIAの編集、Anthro-film Laboratoryの運営
を通して、人文学における新たな知の創造と話法の開拓にとりくむ。主な著作
に『ストリートの精霊たち』（世界思想社、2018 年、第6回鉄犬ヘテロトピア文
学賞受賞 ）、『あふりこーフィクションの重奏 / 遍在するアフリカ』（ 編著、新曜
社、2019 年）。代表的な映像作品に『僕らの時代は 』『 精霊の馬』『Room 11, 
Ethiopia Hotel 』（イタリア・サルデーニャ国際民族誌映画祭にて「最も革新的
な映画賞 」受賞 ）

ナビゲーター
阿部航太  デザイナー、文化人類学専攻

スタディマネージャー
上地里佳  アーツカウンシル東京 プログラムオフィサー（＊2020年度時点）

運営スタッフ
鷲見洋之  ノンフィクションライター

原 尭  サービスデザイナー、広告制作ディレクター

森内康博  映像作家、映画監督、らくだスタジオ代表

メンバー
宇都木大樹  会社員、アーティスト 

海上千佳  会社員

戈 文来  会社員、演出家

Ayumi Seki  大学生

鄭 禹晨  編集者

廣木眞琴  自営業

宮原朋之  ウェブメディア編集者

Naoko Yokoyama 大学生（教育、言語教育専攻）
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スタディを通して立ち上がったメディア群
スタディでの活動を終えたあと、各メンバーが立ち上げたメディア

を束ねたウェブサイト「関わりの記録 Reflective Notes」を公開

しました。「関わり」と一言でいってもその中身はさまざま。深い

対話を交わすことから生まれたメディアがあれば、話しかけること

だけで精一杯ということが伝わってくるメディアもあります。しか

家族のなかで「ルーツ」が意味するもの
東京で宗教について考えるラジオ
CRACKL ZiNES

映画で「新しいまち」をつくる
你我
日本ミャンマー個人的友好活動

わが街
Collection of Goodbyes　
～別れのモノがたり～

何が見える？
YOU LDK

いったりきたり

し、このメディア群の価値は他者との関わりの深さではなく、「関

わり方の多様さ」と「それぞれの関わりを語る多様なことば」です。

ここからは、メンバーそれぞれが立ち上げたメディアについてご紹

介します。

ARTICLE PRINT

PODCAST PRINT

PRINT

MOVIE MOVIE

MOVIE ARTICLE

ARTICLE ARTICLE

ウェブサイト「関わりの記録」
https://reflectivenotes.com/
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複数のルーツを持ちながら日本で生活する人たちが、世代を超えて受け継

ぎたいと思っていること、新たに築いていこうとするものは、いったい何な

のか。家族の記憶から現在の自身につながる手がかりを、インタビューを通

して語ります。

日常生活ではあまり話題にあがることのない宗教について、東京に暮らす

ふたり（と、たまにゲスト）で話し合います。

戈 文来（Wenlai Ge）
1988 年生まれ、在日中国人二世。5歳から8歳まで祖母のいる上海で暮らす。 現在は IT企業
でアジア向けの事業開発を担当するかたわら、舞台作品の演出やアートプロジェクト、演劇ワー
クショップの企画に携わっている。

あゆみ
紙メディアをつくったり調べている。
ラジオ初挑戦。

ケケ
移民のライフストーリーを研究している。
料理が好きで、特に青物野菜に目がない。

家族のなかで
「ルーツ」が意味するもの

東京で宗教について
考えるラジオ

ARTICLE PODCAST
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自分自身を媒介者として友人たちとの対話の中に気づき、知り、小さく行動

し始めることの短い観察記のようなものを少しずつ。

宇都木大樹 
会社員 /アーティスト　国際基督教大学で社会的マイノリティとアートについて学ぶ。“Do 
you exist?”という問いを出発点に、アートやテキスト、仕事など様々な手法で自分自身や他者
との関係性、あらゆる存在の可能性について向きあおうとしている。

CRACKLE ZiNES

様々なルーツを持つ人々が集まり「新しいまち」をテーマとした映画をつく

ります。その製作過程を、映像ドキュメントとして随時更新していきます。

阿部航太
本スタディのナビゲーター。デザイン・文化人類学を指針に活動。デザイン業とあわせてブラ
ジルのストリートカルチャーについてのドキュメンタリー映画などを制作している。

映画で「新しいまち」をつくる

PRINT MOVIE
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当初抱いていたミャンマーへの憧憬、実際の在日ミャンマー人たちとの交流、

そしてクーデターを経た試行錯誤の個人的記録。

鄭 禹晨
台湾出身。東京と台北を様々な手法で記録している。異文化をテーマにした演劇、映像、美術
などのプロジェクトにも携わっている。

宮原朋之 
カルチャーウェブメディアの編集者。コロナ禍以降、絵を描き、土をいじる。

你我 日本ミャンマー
個人的友好活動

郷に入っては郷に従うか、従わないか。在日外国人同士の他愛もない会

話、東京の日常写真で綴った記録集。私たちが東京で感じた物事を随時

更新していきます。

MOVIE ARTICLE
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私の暮らす街で生きている海外ルーツの人 を々、私はよく知らない。 “移民 ” “海外ルーツ”。人がカテゴリー化され、個人間の多様性が見えづ

らくなることに違和感を覚えた。誰もが人生で経験するであろう「別れ」を通

し、“海外ルーツ”を持つ1人1人の人生ドラマを覗く機会をつくりたい。

廣木眞琴
茨城県水戸市の繁華街で自営業を営む（現在営業停止中）57歳男子。子どもの頃から家の周り
の飲食店で海外ルーツの人たちが多数働いているのを見て育つ。

Naoko Yokoyama
都内大学三年生。教育学と言語教育専攻。恋バナ大好き。将来は東南アジアで日本語教師をし
たい。ミャンマーに平和が再び訪れますように。

わが街 Collection of Goodbyes
～別れのモノがたり～

PRINT PRINT
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初対面の人と話す時、私は話題に困ります。そこでひとつの絵を見るという

共通体験をする事で、対話の手助けにしようと考えました。

海外にルーツを持つ友人が、どんな部屋に住み、どんな生活をしているの

か取材し、その中で許諾がとれた友人の部屋の写真とインタビューテキスト

を掲載します。その人のパーソナリティではなく、住まいと暮らしにフォーカ

スした記事づくりを目指します。

海上千佳
1983 年生まれ。東京出身。

原 尭 
1985 年生まれ、埼玉県出身。不動産メディアで新築マンションの広告制作を担当。初めての街
で暮らすことをよりポジティブに捉えられるようなコンテンツづくりを目指しています。

何が見える？ YOU LDK

MOVIE ARTICLE
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異なる背景を持つ他者と出会っていくなかで、どんなことに戸惑い、躊躇

し、気づきをもらいながら、関係性を積み重ねていくのだろう。とあるお店

の女性店主と出会い、私の家とお店を、いったりきたりしながら考えたこと

を綴っていきます。

上地里佳 
本スタディのスタディマネージャー。2021年からは沖縄を拠点に、文化芸術活動に携わる。

いったりきたり

ARTICLE
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